
 

 

スポコン：狙う動作によって機器選択を行う 
リモートコントローラ 

上坂 洋紀†1   秋田 純一†2   北川 章夫†2   美馬 義亮†3 

本研究では，指向性の高い可視光を用いて，リモコンで機器を狙い操作するだけで複数の機器の

中から１つの機器を選択，制御することができるリモートコントロールシステムを設計した．また，

リモコンの機能を，機器を操作するシナリオに沿って切り替わるものにし，少数のボタンで多くの

機能操作を可能にした．本稿では，複数の種類の機器を狙う動作によって選択，制御可能なリモコ

ンの試作を行い，機器の操作シナリオに合わせた操作メニュを実装する． 

 SpoCon: Remote Controller with Target Selection  
by Aiming Operation 

HIROKI UESAKA†1      JUNICHI AKITA†2      AKIO KITAGAWA†2      YOSHIAKI MIMA†3 

We propose the remote control system that can select target and control in a number of devices by aiming 
operation with optical directional communication device. In addition, the remote controller function changes 
along the operation scenario in order to operate many functions with a few buttons. This paper describes 
prototyping the remote controller with target selection by aiming operation and implementing the menu along 
the operation scenario. 

 

1. はじめに 

近年，家電製品の高機能化，多機能化が進み生活が

快適になっている．テレビやエアコンはもちろんのこ

と，電灯にまでもリモコンが付いている．身の回りに

はリモコンが溢れている．これらのリモコンはプロト

コルがバラバラで，家電製品の数だけリモコンが必要

である．リモコンの数が多くなると，置き場所の問題

や，多くのリモコンを使い分けなければならず効率的

に操作できないという問題が出てくる．この問題を解

決するための一つの方法として，学習リモコンが挙げ

られる．学習リモコンは，家電製品のリモコンの信号

を記憶し，複数のリモコンを一つにまとめることがで

きる．しかし，どのボタンにどの機器の何の機能を割

り当てたか忘れてしまう，ボタンを押して機器の切り

替える操作が煩わしいなどの問題がある．そこで，ス

ポットライト状の可視光を媒体として通信を行うリモ

ートコントローラ，スポコンを提案する．指向性の高

い可視光を用いることで，特定の機器だけを選択し，

信号を送ることができる．指向性の高い可視光を用い

たインタフェースの研究として，レーザーポインタと

カメラを用いたものが報告されている 1)．しかし，レ

ーザーポインタを用いた場合，離れた場所を人間の手

で正確に指し示すことは難しいという問題がある 2)．

本研究では，レーザーポインタよりも指向性の低く照

射範囲が広いスポットライトのような可視光を用いる

ことによって，容易に狙いを定めることを可能にして

いる． 
また，従来のリモコンは，リモコンのボタン数が多

いことも問題として挙げられる．ボタン数が多いとユ

ーザは多くのボタンの中から，欲しい機能を探さなけ

ればならず認知負荷が大きくなり，使用しない余計な

ボタンは操作の妨げとなる 3)．しかし，ボタン数が減

らしすぎると，同じボタンを繰り返し押す必要があり

作業負荷が大きくなる 3)．リモコン使用時のユーザの

負荷を減らすための研究として，ユーザの使用履歴や

情報に合わせて機能，画面が変化するリモコンが報告

されている 4)．この場合，ユーザの使用履歴が残り他

の人に見られる可能性がある，ユーザごとにリモコン

を用意しなければならないなどの点がマイナスとなる

可能性がある．そこで，本研究では操作する機器ごと

の操作シナリオを調べ，そのシナリオに合わせてボタ
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ンに割り振られている機能が切り替わるリモコンを提

案する．リモコンの機能をシナリオに合わせて切り替

えることで，少数のボタンに多くの機能を持たせるこ

とができ，ボタン数を減らし認知負荷を減らすことが

できる．ボタン数を減らしても，操作シナリオに合わ

せて機能が切り替わるので作業負荷も大きくならない

と考えられる． 
本稿では，狙う動作によって機器選択を行うリモー

トコントローラ，スポコンの提案，実現，操作実験に

ついて述べる．また，シナリオを持たせた操作メニュ

の提案，実装，実験について述べる． 

2. スポコンの提案 

2.1 スポコンとは 
スポコンは，指向性の高いスポットライト状の可視

光を利用し，機器を狙う動作によって特定の機器を選

択し制御ができるリモートコントローラである．図 1
にスポコンを使用した場合のイメージ図を示す． 

2.2 スポコンのメリット 
複数の機器のリモコンを一台にまとめた場合，ユー

ザはボタンを押して制御したい機器を選択するなどの

操作なしに，制御したい機器にリモコンを向けて狙う

ことで機器の選択が可能になるということが最大のメ

リットである．指向性の高い信号を用いているため，

特定の機器を狙うことができる．また，可視光を使用

しているためユーザはどこを照射しているのか確認す

ることができる． 

3. スポコンの実現 

3.1 システムの概要 
スポコンを用いたシステムの概略図を図 2 に示す．

ユーザがスポコンを持ち，機器ごとに ID 送信器を設

置する．スポコンを制御したい機器に狙いを定め操作

すると選択信号と制御信号が送信される．特定の機器

を選択するための選択信号はスポットライト状の可視

光を用いて送信される．機器を制御するための制御信

号は指向性の低い赤外線を用いて送信される．選択信

号にはスポコンで現在設定されている機器の ID の情

報が含まれている．機器側では ID 送信器が選択信号

を受信し，選択信号に含まれている ID が違う機器の

ものだった場合，割り当てられている ID を送信する．

選択信号の ID と割り当てられている ID が同じなら

ば ID 送信器は何も送信しない．ID 信号は赤外線で送

信される．その後，スポコン側では，ID が返ってき

た場合，ID に応じて機器を切り替え，制御信号を送 

 
図1  イメージ図 

 
図2  システムの概略図 

 

図3  動作の流れ（例：エアコン→TV） 

信する．返ってこなかった場合，機器を変更せずに，

制御信号を送信する．図 3 にエアコンに設定されてい

る状態でテレビを狙った場合の例を示す．このような

システムを構築することで，機器を選ぶためにボタン

を押すなどの動作なしで，狙う動作によって機器選択

を行うことができる． 
3.2 スポコンの試作 
マイコン（Cypress, CY8C29466-24PXI5）），可視光

LED（高指向性赤色 LED），赤外線 LED，受光モジュ

ール，OLED，ジョイスティック（2 軸＋タクトスイ
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ッチ）で構成されている．マイコンの出力には可視光

LED，赤外線 LED，OLED，入力には受光モジュール，

ジョイスティックを接続している．ジョイスティック

を上下方向に動かすことで，制御信号を送信すること

ができる．ジョイスティックを真下に押し込むことで，

タクトスイッチが押され制御モードを切り替えること

ができる．現在選ばれている機器，制御モードは

OLED に表示される．これらの処理はマイコンで行わ

れる．制御信号はあらかじめ機器，機能ごとに信号を

コピーし登録しておく．図 4 に試作したスポコンの外

観を示す． 
3.3 可視光の指向性 
可視光の指向性について述べる．指向性は，高すぎ

ると標的のポイントが難しくなり，低すぎると，特定

の機器だけを選択できなくなってしまう．そこで，可

視光の指向性を決めるために，レーザーポインタを用

いて標的をポイントする実験を行った．標的までの距

離，標的の大きさを変化させ，ポイントを 6 秒間維持

出来るかを被験者 3 人で行った．表 1 にポイントの成

功率を示す．この実験より，半径 5[cm]以上大きさの

標的であれば問題なく狙う事ができることがわかった．

これは，標的ではなくビームの大きさを変えた場合に

も同じことが言える．この結果より，可視光 LED は

半減角 4°，2[m]離れた場所から半径約 7[cm]の可視

光を照射できるものにした． 
3.4 ID送信器の試作 
試作した ID 送信器を図 5 に示す．ID 送信器はマイ

コン（Cypress, CY8C29466-24PXI），赤外線 LED，受

光モジュールで構成されている．ID の送信には赤外

線 LED を用いているため，ID 信号は不可視である． 
3.5 スポコン操作実験 
スポコンを用いたシステムの操作実験を行った（図

6）．実験には音楽プレイヤ（PC）とテレビを用いた．

この実験より狙う動作で機器を選択し，操作できるこ

とを確認した． 

4. シナリオ操作メニュ 

4.1 シナリオ操作メニュとは 
シナリオ操作メニュとは，割り当てる機能を，リモ

コンを操作する順番（シナリオ）に合わせて切り替え

ていくものである． 
一般的なリモコンは多くのボタンを持ち，それぞれ

に機能が割り当てられている．これらのボタンは複数

同時に押されるわけではなく，欲しい機能が割り当て

られたボタンが１つだけ押される．多くのボタンは，  

 
図4  スポコンの外観 

表1  ポイントの成功率 
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図5  ID 送信器 

 
図6  操作実験 
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操作の妨げになる．シナリオに沿って機能が切り替わ

ることで，同じボタンに様々な機能を持たせることが

でき，少数のボタンでリモコンを構成することが可能

となる．ボタンが少なく，機器の操作に合わせたシナ

リオなので，欲しい機能の割り振られているボタンを

探す手間がなくなり，操作が簡単になる． 
4.2 操作シナリオの調査 
テレビにおける操作シナリオの調査を行った．被験

者は 1 人，6 日間調査を行った．調査結果を表 2 に示

す．まず，電源から始まっている．次にチャンネル操

作を行い，その後，必要であれば音量調整を行ってい

る．最後は電源で終わっている．電源，チャンネル，

音量以外の操作は行われていない．電源→チャンネル

→電源，または，電源→チャンネル→音量→電源のシ

ナリオが多く見つかった．この結果から，電源，チャ

ンネル，音量の順に機能を切り替え，必要ない操作は

飛ばし，次の操作に移るといった操作メニュが良いと

考えた． 
4.3 シナリオ操作メニュの実装 
調査した操作シナリオを元にシナリオ操作メニュを

実装する．シナリオ操作メニュは調査を行ったテレビ

を選択した場合にのみ適用する． 
図 7 にシナリオ操作メニュを示す．画面に表示され

た機能に応じた制御信号が送信される．ジョイスティ

ックを真下に押し込みタクトスイッチを押すと，次の

シナリオに移り，表示，機能が切り替わる． 
4.4 シナリオ操作メニュ操作実験 
シナリオ操作メニュを実装したスポコンの操作実験

を行った．実験の操作対象にはテレビを用いた．この

実験よりシナリオ操作メニュを用いて機器を操作でき

ることが確認できた． 

5. まとめと今後の課題 

 本稿では，狙う動作によって機器選択を行うリモー

トコントローラ，スポコンを提案し，その実現，操作

実験について述べた．また，機器の操作シナリオに合

わせて変化する操作メニュの提案，実装，実験につい

て述べた． 
今後は，本稿で試作したスポコンのユーザビリティ

テストの実施や，複数の被験者での操作シナリオの調

査，シナリオ操作メニュの変更を行う予定である． 
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図7  シナリオ操作メニュ 
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